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あいさつと歌——心を開き、心を響かせ合う、成生小の子どもたち
　地域の方々と朝のあいさつ運動　にっこり笑顔でハイタッチ（上）
　市小学校音楽会　全身全霊で歌を表現することを目標にして（下）
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９ 月 定 例 会
　平成２４年度第４回市議会定例会（９月定
例会）は、９月１９日から１０月１１日までの２３
日間の会期で開かれました。
　市長提出の報告１件、契約変更議案１件
及び人事議案１件については初日の本会議
で採決が行われました。そのほか、平成２３
年度決算議案１２件、平成２４年度一般会計補
正予算をはじめとする予算議案１０件、条例
議案等４件及び請願１件については、決算
特別委員会、予算特別委員会及び所管常任
委員会に付託され、１０月１１日の本会議で採
決が行われました。
　また、最終日の本会議に委員会提出議案
１件が提出され採決が行われました。
（採決結果は１３ページ、請願審査結果は１６
ページに掲載してあります。）

議会
 改革４

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

　
１０
月
１１
日
の
９
月
定
例
会
最
終
日
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
か
ら
議
長
あ
て
に

中
間
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審 議 日 程
月　日 内　　　容

９.１９（水） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、決
算・予算特別委員会の設置など）

９.２４（月）
９.２５（火） 本会議（市政に対する一般質問）

９.２６（水） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

９.２８（金）
１０.２（火）
 〜４（木）

決算特別委員会（付託案件の審査、討論、
　　　　　　　　表決）

１０.４（木） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
１０.５（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）
１０.９（火） 予算特別委員会（討論、表決）
１０.１１（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

平
成
２４
年
３
月
２１
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
「
議
会
改
革
に

関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
８
月
に
は
議
会
改
革
の
先
進

市
議
会
で
あ
る
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

議
会
と
千
葉
県
流
山
市
議
会
を
訪

れ
、
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
な

ど
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
（
視
察
の
報
告
は
１５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
半
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
２４
年
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
１３
回
に
わ
た

る
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
中
間
報
告
の

検討項目 検　討　結　果

常任委員会につ
いて

定期開催は行わないが、委員２人以上
の招集要求で、委員会を開催できるよ
うにする。

議員間討議につ
いて

議員２人以上の要求で、議員同士によ
る自由な討論ができるようにする。

市長（執行部）
への反問権の付
与について

論点を明確にするためなどの条件を付
け、市長（執行部）に反問権を付与す
るために、執行部と調整する。

市民に対する議
会報告会、意見
交換会等につい
て

議会活動を市民へ直接報告し、市民と
の意見交換を行うため、議会報告・意
見交換会を実施するものとする。
今年９月定例会後に試行する。

市民アンケート
調査、議会モニ
ター制度等につ
いて

試行する議会報告・意見交換会の経過
を見ていく。

夜間、日曜日等
の議会・委員会
開催について

経費等に課題があり、実施しない。

本会議、委員会
の傍聴について
（傍聴席等）

傍聴環境の改善は必要だが、市庁舎・
議会棟の耐震補強計画が示された時点
で再度協議する。

議会広報、
ホームページに
ついて（賛否の
公表等）

本会議での議員の議案に対する賛否
を、今年９月定例会分から、議会だよ
りとホームページにおいて公表する。
詳細は広報委員会で協議するものとす
る。

正副議長選挙の
立候補制につい
て

正副議長選挙に関して、２人以上の推
薦を受けた議員による所信表明の場を
設ける。ただし、正副議長選挙の対象
者を法的に限定するものではないもの
とする。
詳細は今後詰め、次回正副議長選挙か
ら運用する。

議会事務局体制
について

事務局職員の質を一層向上させるため
に、研修（特に法制執務関係）の充実
を要望していく。

検討の結果（特別委員会における決定事項）

概
要
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
中
間
報
告
書
は
、
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
引

き
続
き
、
地
方
分
権
に
対
応
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
改
善
・
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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現
在
、
議
会
改
革
を
推
進
し
て

い
る
段
階
で
す
が
、
で
き
る
も
の

は
す
ぐ
に
実
行
と
い
う
こ
と
で
、

初
め
て
「
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１０
月
２２
日（
月
）午
後
７
時
か
ら

下
記
の
市
内
４
カ
所
で
同
時
に
開

催
し
、
合
計
２
５
０
人
以
上
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
情
報
が
議
会
だ
よ
り
で

し
か
分
か
ら
ず
、
議
員
の
活
動
も

目
に
見
え
な
い
と
い
う
市
民
の
意

見
に
対
応
す
る
た
め
、
報
告
会
を

議
員
自
ら
開
催
し
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
に
少
し
で
も
近
づ
け
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
意
見
交
換
会

を
す
る
事
で
政
策
提
言
の
充
実
を

図
る
た
め
で
す
。

　
当
日
の
意
見
や
要
望
は
議
会
運

営
や
議
会
改
革
へ
の
貴
重
な
意
見

と
し
て
受
け
止
め
、
市
議
会
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月

１
日
発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ

り
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 初

め
て
の

 
議
会
報
告
・

　
意
見
交
換
会

市
立
天
童
南
部
公
民
館
（
一
中
学
区
）

　
約
６０
人
の
参
加
で
始
ま
っ
た
報

告
会
。
意
見
交
換
に
入
る
と
、

次
々
と
手
が
挙
が
り
、
自
分
の
思

い
を
込
め
た
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
メ
モ
を
片
手
に
質
問
さ
れ

る
方
も
お
り
、
関
心
を
も
っ
て
参

加
し
て
い
た
。

　
芳
賀
開
発
に
関
す
る
意
見
や
、

子
育
て
支
援
施
設
の
用
地
取
得
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

日
常
の
議
員
活
動
が
分
か
る
情
報

発
信
の
方
策
な
ど
、
今
後
の
議
会

改
革
に
期
待
す
る
声
も
多
か
っ
た
。

市
立
天
童
北
部
公
民
館
（
二
中
学
区
）

　
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
報
告

会
に
は
、約
５０
人
の
参
加
が
あ
り
、

議
員
・
住
民
共
に
緊
張
し
た
面
持

ち
で
始
ま
っ
た
。
議
員
か
ら
９
月

定
例
会
の
内
容
を
報
告
後
、
質
問

や
意
見
を
受
け
た
。
子
育
て
支
援

施
設
用
地
取
得
の
議
案
に
対
す
る

各
議
員
の
賛
否
や
、
北
部
地
区
の

開
発
に
関
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
女
性
が
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
身
近
で
積
極
的
な
意
見
交

換
会
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

に
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

市
立
天
童
中
部
公
民
館
（
四
中
学
区
）

　
市
政
に
関
心
を
持
つ
約
６０
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
「
市
議
会
か
ら

の
報
告
」
の
後
、
意
見
交
換
に

移
っ
た
。
特
に
「
芳
賀
区
画
整
理

事
業
と
市
負
担
」
及
び
「
新
駅
設

置
」
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
形
市

の
「
救
急
対
応
の
あ
り
方
」
が
問

わ
れ
た
事
件
に
関
連
し
、「
天
童

市
の
救
急
対
応
」
を
問
う
質
問
が

あ
り
、
本
市
で
は
全
て
の
救
急
要

請
に
応
え
て
い
る
と
の
説
明
を
行

い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

市
立
高
擶
公
民
館
（
三
中
学
区
）

　
市
民
約
８０
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
、
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
の
公
共
投
資
に
対
す
る
質
問
・

意
見
が
集
中
し
た
。
子
育
て
支
援

施
設
用
地
取
得
の
議
案
に
対
す
る

賛
否
、
新
駅
建
設
、
防
災
調
整
池

整
備
な
ど
に
関
し
て
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
議
案
審
査
に
お
け
る
議
論
の
経

過
、
政
策
決
定
過
程
を
市
民
と
情

報
共
有
し
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

す
る
た
め
の
貴
重
な
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。
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１１９番通報での要請で救急車が出動

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、９月２４日、２５日の２
日間の日程で、１２人の議員が行いました。
　芳賀土地区画整理事業をはじめ、行財政改革や
市民病院の経営等について、市長、教育長、病院
事業管理者の見解を求めました。

★
清
新
会

水
戸
芳
美
議
員

＊
救
急
医
療
に
つ
い
て

＊「
笑
顔　

に
ぎ
わ
い　

し
あ

わ
せ
実
感　
健
康
都
市
」
の

実
現
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
職
員
の
育
成
と
服
務
規
律
の

確
保
に
つ
い
て

＊
公
の
施
設
の
管
理
運
営
の
改

善
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

＊
災
害
時
の
相
互
交
流
協
定
都

市
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

＊
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎
議
員

＊
行
財
政
改
革
の
考
え
方
や
方

法
に
つ
い
て

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
連
す
る
公
共
投
資
に
つ
い
て

★
自
公
・
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
本
市
の
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
に
か
か
わ
る
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

＊
エ
コ
タ
ウ
ン
天
童
市
を
目
指

し
て

＊
河
川
愛
護
デ
ー
の
河
川
敷
一

斉
清
掃
に
つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

＊「
原
発
」に
対
す
る
、市
民
の

安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

＊「
市
道
温
泉
原
町
線
（
一
部

新
設
）
拡
幅
整
備
」
早
期
実

現
に
つ
い
て

＊
市
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用

す
る
食
材
に
つ
い
て

＊
図
書
館
の
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

★
民
主
市
民
ク
ラ
ブ

狩
野
佳
和
議
員

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
へ

の
関
わ
り
に
つ
い
て

海
鋒
孝
志
議
員

＊
行
財
政
改
革
の
進
行
状
況
に

つ
い
て

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て

＊
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
ド

モ
ス
）
に
つ
い
て

★
会
派
に
属
し
な
い
議
員

茂
木
孝
雄
議
員

＊
市
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

＊
芳
賀
新
駅
計
画
に
つ
い
て

＊
市
民
病
院
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

石
垣
昭
一
議
員

＊
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
飛
行
訓

練
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

＊
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
介
護
保
険
法
改
正
・
介
護
報

酬
改
定
後
の
介
護
の
実
態
に

つ
い
て

＊
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

救
急
車
出
動
の

�

判
断
基
準
に
つ
い
て

救急車出動

水
戸
芳
美
議
員

　
山
形
市
で
、

山
大
生
が
救
急

車
を
要
請
し
た

が
出
動
せ
ず
、
後
に
ア
パ
ー
ト
に

て
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
事
故
が
発

生
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
届
か
ず
、
若

い
命
が
失
わ
れ
残
念
に
思
う
。
ま

た
救
急
車
の
利
用
が
適
正
で
な
い

利
用
も
多
い
と
の
こ
と
。
天
童
市

で
は
、
救
急
車
出
動
と
病
院
へ
の

搬
送
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
救
急
出
動
の
判
断
基

準
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
救
急

業
務
に
関
す
る
取
扱
規
程
に
、

「
救
急
事
故
が
発
生
し
た
旨
の
通

報
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
救

急
隊
を
出
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
い
た
ず
ら
電
話
と
確
認

し
た
場
合
以
外
は
全
て
出
動
し
て

い
る
。

　

搬
送
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

も
、
同
規
程
に
「
傷
病
者
又
は
当

該
傷
病
者
の
関
係
者
が
搬
送
を
拒

ん
だ
場
合
、
若
し
く
は
傷
病
者
が

明
ら
か
に
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、

搬
送
し
な
い
も
の
」
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
つ
い
て

は
、全
て
病
院
に
搬
送
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
２３
年
の
年
間
救
急

出
動
件
数
は
２
０
９
２
件
、
搬
送

人
員
は
１
９
８
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
比
で
１
２
７
件
、
１
３

８
人
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
搬
送
の
結
果
と
し
て

医
師
が
軽
症
と
判
断
し
た
比
率

は
、
４１
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

平成24年11月15日発行 （4）



市民文化会館大集会室で、芳賀地区の新駅計画の説明会を開催

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

防災公園

職
員
の
育
成
と
服
務
規
律
の

�

確
保
に
つ
い
て

職員育成

矢
萩
武
昭
議
員

　
市
政
運
営
に

は
、
幅
広
い
市

民
の
理
解
と
協

力
は
無
論
の
こ
と
、
ト
ッ
プ
及
び

部
課
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
直
接
業
務
に
携

わ
る
職
員
の
育
成
が
欠
か
せ
な

い
。
こ
の
た
び
、
女
子
職
員
同
士

が
勤
務
時
間
中
に
、「
け
ん
か
」

を
し
た
と
い
う
不
祥
事
を
受
け
、

今
後
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、
市
民

の
信
頼
を
確
保
す
る
の
か
。

山
本
市
長　
今
回
の
職
員
の
不
祥

事
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
中

に
、
暴
行・暴
言
事
件
が
発
生
し
、

公
務
に
対
す
る
信
用
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳

な
く
、
心
よ
り
お
詫
び
し
た
い
。

　
そ
の
後
、
全
職
員
に
綱
紀
の
粛

正
と
服
務
規
律
の
確
保
の
徹
底
を

指
示
し
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
不

祥
事
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、

厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。
現
在
、

職
員
の
育
成
を
図
る
た
め
、
研
修

全
体
の
見
直
し
と
特
別
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
特
に
部
課
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
向
上
が
不
可
欠
と
考

え
、
管
理
職
研
修
の
充
実
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
市
民
の
信
頼
を
一

日
も
早
く
取
り
戻
す
べ
く
、
職
員

研
修
の
充
実
や
人
事
評
価
・
勤
務

評
定
制
度
の
改
正
を
行
い
、
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
口
桂
子
議
員

　
災
害
時
の
一

時
避
難
所
と
し

て
、
近
く
の
公

園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
久
野
本

地
区
で
は
、
久
野
本
公
園
と
東
久

野
本
公
園
の
２
カ
所
が
指
定
さ
れ

て
お
り
、
収
容
人
数
は
合
わ
せ
て

１
５
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

住
民
は
４
６
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
久
野
本
水
源
地
用
地
を
防
災

公
園
・
備
蓄
の
拠
点
と
し
て
利
活

用
で
き
な
い
か
。

山
本
市
長　
市
で
は
、
地
区
自
主

防
災
会
連
絡
会
の
組
織
化
を
推
進

し
て
お
り
、
現
在
８
地
区
設
置
さ

れ
て
い
る
。
地
区
自
主
防
災
会
連

絡
会
は
、
収
容
避
難
所
が
市
立
公

民
館
や
小
中
学
校
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
区
内
の
連
携
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

　
久
野
本
地
区
の
避
難
所
に
つ
い

て
は
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
状
況

を
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
、
久

野
本
水
源
地
に
、
下
水
道
の
備
蓄

倉
庫
を
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
久
野
本
地
区
に
お
い
て

は
、
企
業
等
の
敷
地
が
避
難
場
所

に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
あ

ら
ゆ
る
災
害
が
想
定
さ
れ
、
そ
の

場
合
の
避
難
所
と
し
て
企
業
等
の

敷
地
を
す
ぐ
借
り
上
げ
ら
れ
る
状

況
で
あ
れ
ば
い
い
が
、
企
業
等
の

状
況
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
連
す
る
公
共
投
資
に
つ
い
て

芳賀開発

赤
塚
幸
一
郎
議
員

　
芳
賀
の
大
規

模
開
発
は
、
少

子
化
及
び
社
会

情
勢
か
ら
無
理
が
あ
り
、
そ
れ
を

補
う
公
共
投
資
の
垂
れ
流
し
は
問

題
と
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
。

今
、
芳
賀
新
駅
の
設
置
計
画
が
示

さ
れ
、
さ
ら
に
は
雨
水
調
整
池
ま

で
市
が
肩
代
わ
り
し
て
施
工
す
る

計
画
も
出
さ
れ
た
。
新
駅
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
の
か
、
肩
代
わ
り
工
事

は
利
益
供
与
に
な
ら
な
い
の
か
。

山
本
市
長　
芳
賀
新
駅
の
設
置
目

的
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便
性

向
上
や
県
総
合
運
動
公
園
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
、
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
、
定
住
化
の
促
進
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
、
本
市
の
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
恩
恵
を

享
受
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
７
月
３１
日
に
開
催
し
た
市
民
説

明
会
に
は
約
２
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
新
駅
に
期
待
す
る
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
も
説
明
し
、
事
業
に

対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
た
と
判
断

し
て
い
る
。

　
調
整
池
に
つ
い
て
は
、
芳
賀
と

長
岡
地
区
の
雨
水
排
水
量
抑
制
の

た
め
、
本
市
が
維
持
管
理
の
効
率

性
を
考
慮
し
、
一
体
的
に
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。
組
合
か
ら
は
当

初
予
定
の
調
整
池
工
事
費
用
相
当

額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。
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平成２３年度の入館者数は約１４万人 現在、図書館の業務用システムの修正を検討している

拡
幅
整
備
し
、
安
全
・
安
心
な

�

通
学
路
に
つ
い
て

通 学 路

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

�

地
産
地
消
に
つ
い
て

再 生 可 能
エネルギー

松
田
光
也
議
員

　
今
、
国
民
は

原
子
力
発
電
に

頼
ら
な
い
社
会

の
実
現
を
望
ん
で
お
り
、
本
市
で

も
自
然
環
境
を
活
か
し
た
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
倉
津
川
に
小
水
力
の
水
車
を

設
置
し
、
市
庁
舎
電
気
利
用
や
天

童
桜
ま
つ
り
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等

に
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

山
本
市
長　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
が
、
本
市
の
気
候
風
土
に
最
も

適
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

考
え
て
い
る
。
平
成
２４
年
度
か
ら

４
カ
年
計
画
で
国
の
基
金
事
業
を

活
用
し
、
防
災
拠
点
と
な
る
消
防

署
等
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

平
成
１７
年
以
降
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
者
に
補
助
金
を
交
付

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
し
て
き
た
。
平
成
１７
年

度
か
ら
平
成
２３
年
度
ま
で
の
６
年

間
の
補
助
実
績
は
１
１
６
件
で
あ

る
。
今
後
も
補
助
件
数
の
拡
充
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
倉
津
川
に
小
水
力
水
車
な
ど
の

工
作
物
を
設
置
す
る
件
に
つ
い

て
、
県
村
山
総
合
支
庁
に
照
会
し

た
と
こ
ろ
、
洪
水
時
の
支
障
に
な

る
の
で
許
可
は
難
し
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

結
城
義
巳
議
員

　
貫
津
・
奈
良

沢
か
ら
天
童
一

中
へ
の
通
学
路

は
、
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
い

て
、
薄
暗
く
危
険
極
ま
り
な
い
。

早
期
に
、
貫
津
沼
の
東
側
を
拡
幅

整
備
し
、
安
心
し
て
通
え
る
道
路

に
で
き
な
い
か
。
長
い
間
の
要
望

が
実
現
し
て
い
な
い
。
１
年
の
遅

れ
は
中
学
生
に
と
っ
て
は
大
き

い
。
夢
へ
向
か
っ
て
歩
く
道
路
で

あ
り
、
喜
び
を
与
え
て
ほ
し
い
。

山
本
市
長　
幹
線
道
路
網
の
整
備

は
、
３
カ
年
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
優
先
度
の
高
い
路
線
か
ら
計

画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
幹
線
道

路
の
整
備
は
そ
の
事
業
規
模
の
大

き
さ
か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
昭
和
５２
年
と
平
成
１７
年
の
市

議
会
で
、
当
該
路
線
の
整
備
に
つ

い
て
の
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る

が
、
貫
津
沼
を
縦
断
す
る
道
路
計

画
の
た
め
、
多
額
の
予
算
を
要

し
、
具
体
的
な
計
画
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
当
該
路
線
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

に
策
定
し
た
道
路
整
備
計
画
や
財

政
状
況
、
緊
急
性
等
を
十
分
に
踏

ま
え
な
が
ら
中
長
期
的
な
計
画
の

中
で
整
備
を
図
り
た
い
。
現
在
は

通
学
路
区
間
の
安
全
確
保
を
図
る

観
点
か
ら
、
部
分
的
な
改
良
工
事

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

図
書
の
貸
出
し
予
約
が
で
き
る

�

シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
つ
い
て

図書貸出し

後
藤
和
信
議
員

　
急
速
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
の
普

及
に
よ
り
、
現
在
、
自
宅
等
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
図
書

館
の
蔵
書
の
検
索
は
可
能
で
あ

る
。
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
自

分
の
読
み
た
い
本
の
貸
出
し
予
約

が
で
き
る
図
書
館
が
増
加
し
て
い

る
中
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

観
点
か
ら
早
期
に
実
施
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

水
戸
部
教
育
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
図
書
貸
出
し
の
予
約
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
県

立
図
書
館
を
は
じ
め
、
７
つ
の
公

立
図
書
館
が
導
入
し
て
い
る
。

　
市
立
図
書
館
の
利
用
者
の
利
便

性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
今

後
、
市
立
図
書
館
の
図
書
の
貸
出

し
シ
ス
テ
ム
の
変
更
と
、
利
用
希

望
者
に
対
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド
の
付

与
等
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で
、

こ
の
図
書
貸
出
し
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

平成24年11月15日発行 （6）



住宅建築が進む芳賀地区

芳
賀
新
駅
計
画
、

�

全
額
税
金
投
入
は
理
不
尽

芳賀新駅

芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に

�

つ
い
て

芳賀開発

海
鋒
孝
志
議
員

　
１
３
０
０
戸

の
宅
地
分
譲
は

こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
あ
る
。
芳
賀
新
駅
も
、
２

年
後
に
開
店
と
言
わ
れ
て
い
る
イ

オ
ン
出
店
計
画
も
、
同
事
業
の
分

譲
促
進
の
た
め
の
施
策
で
あ
り
、

も
は
や
後
戻
り
は
で
き
な
い
が
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た

大
型
総
合
病
院
進
出
報
道
も
あ
る

が
、
進
出
決
定
の
場
合
の
市
民
病

院
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
平
成
１９
年
度
か
ら
１０

カ
年
計
画
で
行
う
芳
賀
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
６
年
目
を
迎
え
、

順
調
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
昨
年
に
続
く
保
留
地
の
第
２

期
分
譲
に
つ
い
て
は
、
１０
月
か
ら

の
受
付
を
前
に
、
市
報
や
新
聞
折

り
込
み
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

芳
賀
新
駅
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
の
仙
台
支
社
が
本
社
と

の
協
議
を
進
め
て
お
り
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
出
店
に
つ
い
て
は
、
土
地

区
画
整
理
組
合
と
協
議
を
進
め
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
総
合
病
院
進
出
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
病
院
が
移
転
進
出
に
向
け

て
土
地
区
画
整
理
組
合
と
協
議
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
病
院

の
規
模
や
診
療
科
目
等
が
未
確
定

の
た
め
、
現
段
階
で
市
民
病
院
に

対
す
る
影
響
を
判
断
す
る
の
は
難

し
い
。

茂
木
孝
雄
議
員

　
天
童
駅
と
高

擶
駅
間
は
３
・

４
㌔
㍍
で
所
要

約
３
分
。
市
が
５
億
円
を
投
じ
無

人
駅
を
設
置
し
て
も
効
果
は
少
な

く
、
受
益
者
は
地
権
者
と
一
部
地

域
住
民
に
限
ら
れ
る
。
負
担
者

（
市
民
全
員
）と
受
益
と
の
均
衡
が

と
れ
な
い
税
金
投
入
は
理
不
尽
。

ド
モ
ス
等
市
内
交
通
網
の
改
善
や

中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
、
５
億

円
を
投
じ
る
な
ら
先
に
や
る
べ
き

課
題
は
多
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
芳
賀
に
新
駅
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
利
便
性
の
向
上
は
も

と
よ
り
、
芳
賀
地
区
の
定
住
化
促

進
、
県
総
合
運
動
公
園
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
さ
ら
に
将
来
に
わ
た
る
ま

ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
恩
恵
を
享

受
で
き
る
。
新
駅
は
、
本
市
に
必

要
な
施
設
で
あ
り
、
設
置
時
期

は
、今
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
新
駅
設
置
に
伴
う
市
民
の
合
意

形
成
を
図
る
た
め
、
７
月
３１
日
に

市
民
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

約
２
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
大
き
な
反
対
の
意
見
も

な
く
、
新
駅
に
対
す
る
期
待
の
声

が
多
か
っ
た
。
ま
た
各
地
域
で
開

催
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

に
お
い
て
も
、
新
駅
計
画
に
つ
い

て
説
明
し
、
事
業
に
対
す
る
理
解

は
得
ら
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の

�

関
わ
り
に
つ
い
て

芳賀開発

狩
野
佳
和
議
員

　
芳
賀
土
地
区

画
整
理
事
業
の

完
成
ま
で
に
市

の
支
出
総
額
は
。
芳
賀
新
駅
計
画

は
４
年
前
の
市
長
公
約
に
は
無
い
。

新
駅
の
必
要
性
を
議
会
と
市
民
に

明
確
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
建

設
あ
り
き
の
進
め
方
は
問
題
で

は
。
区
域
内
の
調
整
池
を
組
合
施

行
か
ら
市
施
行
に
切
り
替
え
、
３

㌶
の
土
地
を
新
規
に
取
得
し
、
進

め
る
事
業
は
問
題
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
芳
賀
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成

２８
年
度
ま
で
の
１０
年
間
の
計
画

で
、
事
業
主
体
は
、
芳
賀
土
地
区

画
整
理
組
合
で
あ
る
。
当
該
事
業

へ
の
市
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
道
路
４
路
線
の
築
造
費
の

負
担
額
が
６
億
５
３
０
０
万
円
、

公
園
の
公
共
管
理
者
負
担
金
が
１

億
７
０
０
万
円
、
関
連
事
業
と

し
て
の
上
下
水
道
整
備
で
は
、
上

水
道
負
担
額
が
３
億
１
８
０
０
万

円
、
下
水
道
負
担
額
が
２
億
２
５

０
０
万
円
で
、
負
担
総
額
は
１３
億

３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
芳
賀
新
駅
計
画
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
は
じ

め
、
芳
賀
地
区
の
定
住
化
促
進
、

県
総
合
運
動
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
駅
設

置
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１
年
度
に

策
定
し
た
第
六
次
天
童
市
総
合
計

画
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
も

の
で
、
土
地
区
画
整
理
組
合
と
協

力
し
な
が
ら
新
駅
設
置
を
Ｊ
Ｒ
に

要
望
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
調
整
池
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
維
持
管
理
の
効
率
性
を
考
慮

し
、
同
一
敷
地
内
に
お
い
て
、
新

た
な
市
街
地
と
な
る
芳
賀
地
区
の

雨
水
排
水
と
、
長
岡
地
区
の
雨
水

の
排
出
量
を
抑
制
す
る
、
防
災
調

整
池
を
整
備
し
た
い
考
え
で
あ
る
。
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通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通 学 路

石
垣
昭
一
議
員

　
全
国
で
登
下

校
中
の
児
童
生

徒
の
交
通
事
故

が
相
次
い
で
い
る
。
い
ず
れ
の
事

故
現
場
も
、
歩
道
が
な
い
、
信
号

が
な
い
、
交
通
規
制
が
と
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
、
安
全
対
策
の
不
備

が
大
き
な
事
故
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
市
民
か
ら
通
学
路
の
交

通
安
全
上
の
問
題
箇
所
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
方
針

を
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
通
学
路
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
毎
年
春
、
学

校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
点
検
し
、

学
校
ご
と
に
通
学
路
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
な
ど
し
て
安
全
指
導
、
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度

は
５
月
に
各
学
校
の
通
学
路
点
検

を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
全
国
一
斉
に
警
察
、
道

路
管
理
者
及
び
教
育
委
員
会
が
、

合
同
で
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実

施
し
、
本
市
で
は
、
計
２６
カ
所
に

お
い
て
、
安
全
協
会
役
員
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
教
育
委
員
会
で
は
、

各
学
校
か
ら
の
情
報
や
合
同
点
検

の
結
果
を
受
け
て
、
市
全
体
の
危

険
箇
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
実
態

の
把
握
と
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
横
断
歩
道
の
設
置
や
移
設

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は

�

図
ら
れ
た
か

介護保険

伊
藤
和
子
議
員

　
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金

が
３
月
で
廃
止

さ
れ
、
介
護
報
酬
に
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
交
付
金
は
申
請
手
続
き
の
煩

雑
さ
か
ら
、
小
規
模
な
事
業
所
は

申
請
し
な
い
な
ど
問
題
が
あ
っ

た
。
介
護
現
場
で
働
く
労
働
者
の

処
遇
が
改
善
さ
れ
た
の
か
実
態
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
改
定
に
よ

る
事
業
所
の
経
営
な
ど
へ
の
影
響

は
。

山
本
市
長　
平
成
２３
年
度
ま
で
実

施
し
て
い
た
介
護
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
は
、
県
内
の
約
９
割
の
事

業
所
が
申
請
し
て
い
る
。
市
内
で

も
同
割
合
の
事
業
所
が
申
請
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
制
度

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る

介
護
職
員
の
賃
金
の
底
上
げ
に
効

果
が
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
改
定
に
よ
り
、
従

来
の
交
付
金
か
ら
介
護
報
酬
に
変

わ
っ
た
が
、
事
業
所
の
申
請
手
続

き
に
変
更
は
な
く
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
介
護

職
員
処
遇
改
善
計
画
書
を
作
成

し
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、

都
道
府
県
知
事
ま
た
は
市
町
村
長

に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
介
護
職
員
の
賃
金
改
善

の
効
果
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
事

業
所
の
実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
沼
澤
政
辰
氏
及
び
水
戸
部
知
之
氏
が
、
平
成

２４
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

　
沼
澤
政
辰
氏
の
後
任
と
し
て
佐
藤
通
隆
氏
（
三
日
町
二
丁
目
）
を

任
命
す
る
と
と
も
に
、
水
戸
部
知
之
氏
（
奈
良
沢
）
を
再
び
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　
１０
月
１１
日
に
総
務
教
育
常
任
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
提

出
の
議
案
が
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
直
ち
に

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
（
要
約
）

　
医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援
分

野
の
人
材
確
保
な
ど
、
少
子
・
高

齢
化
に
対
応
し
た
一
般
行
政
経
費

の
充
実
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、

環
境
対
策
な
ど
の
今
後
増
大
す
る

財
政
需
要
を
的
確
に
取
り
入
れ
る

こ
と
な
ど
、
平
成
２５
年
度
の
地
方

財
政
予
算
全
体
の
安
定
確
保
に
む

け
て
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

す
。

（
提
出
先
＝
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

意

見

書

第
３
回
臨
時
会

　
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
２６
日
に

開
催
さ
れ
、
報
告
案
件
１
件
、
議

案
４
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
第
１１
号　
交
通
事
故
に
係
る

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

▼
議
第
１２
号　
天
童
市
市
民
文
化

会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
及
び
天
童
市
立
公
民
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▼
議
第
１３
号　
天
童
市
立
図
書
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
市
民
文
化
会
館
と
図
書
館
の

　
開
館
日
を
拡
大
さ
せ
る
も
の

▼
議
第
１４
号　
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
の
取
得
に
つ
い
て

▼
議
第
１５
号　
除
雪
ド
ー
ザ
の
取

得
に
つ
い
て

（
除
雪
車
等
を
取
得
す
る
も
の
）

（

（
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予算特別委員会
平成２４年度一般会計補正予算

４億８９１7万４０００円を
増額補正

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

工
事
関
連
委
託
料
の
内
容
は

委
員　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
工

事
関
連
委
託
料
３
２
８
万
７
０
０

０
円
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
は
建
設
後
３７
年
を
経
過
し

て
お
り
、
耐
震
化
工
事
に
併
せ

て
、
老
朽
化
に
伴
う
改
修
に
係
る

設
計
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

交
通
安
全
施
設
整
備

�

工
事
費
の
内
容
は

委
員　
施
設
整
備
１
９
５
６
万
２

０
０
０
円
の
内
容
と
実
施
箇
所
は
。

生
活
環
境
課
長　
危
険
箇
所
の
ほ

か
、
風
雪
等
で
傷
ん
で
い
る
道
路

反
射
鏡
の
工
事
を
１
６
３
０
万
円

で
実
施
す
る
も
の
。
さ
ら
に
道
路

の
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
を
３

カ
所
予
定
し
て
い
る
。
場
所
は
泉

町
地
内
、
下
山
口
地
内
、
本
町
地

内
を
予
定
し
て
い
る
。

第
３
子
以
降
保
育
料

�

無
料
化
の
内
容
は

委
員　
多
子
世
帯
の
支
援
に
要
す

る
経
費
１
３
８
７
万
５
０
０
０
円

増
額
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
保
育
園
・
児

童
館
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

補
助
対
象
経
費
に
、
私
立
幼
稚
園

と
認
可
外
保
育
施
設
の
お
や
つ

代
、
冷
暖
房
費
を
加
え
た
も
の
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
の
第
３
子
園

児
の
保
護
者
の
所
得
が
予
想
よ
り

高
く
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
国
か
ら

の
補
助
金
が
当
初
の
予
定
よ
り
も

減
少
す
る
見
込
み
に
な
っ
た
た
め
。

農
業
担
い
手

青
年
就
農
給
付
金
の
内
容
は

委
員　
国
が
進
め
て
い
る
青
年
就

農
給
付
金
５
２
５
万
円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
当
初
予
算
で
は
３
人

分
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
半
年
ご

と
の
申
請
方
法
と
な
っ
た
た
め
、

今
回
の
補
正
に
よ
り
１３
人
分
を
見

込
ん
で
い
る
。
１
人
当
た
り
年
間

１
５
０
万
円
を
支
給
す
る
制
度
で

あ
る
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
応
援
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
の
内
容
は

委
員　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
応
援
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
費
１
１

５
０
万
円
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
商
店
街
連
合
会

が
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
を
支
援

す
る
た
め
、
１
万
１
０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
１
万
円
で
、
１
万

セ
ッ
ト
発
行
す
る
事
業
に
対
す
る

補
助
金
で
あ
る
。
市
で
は
プ
レ
ミ

ア
ム
（
割
増
し
）
分
と
事
務
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
。
商
品
券

発
行
予
定
日
は
１２
月
８
日
で
、
使

用
期
間
は
、
来
年
２
月
末
ま
で
と

検
討
し
て
い
る
。

道
路
維
持
工
事
費
の

�

事
業
内
容
は

委
員　
通
学
路
の
安
全
の
た
め
に

行
う
道
路
維
持
工
事
費
９
１
３
万

５
０
０
０
円
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
道
路
の
路
肩
を
歩
行

空
間
と
し
て
緑
色
の
区
画
線
を
設

置
す
る
工
事
費
で
あ
る
。
場
所
は

長
岡
小
学
校
区
１
カ
所
、
天
童
中

部
小
学
校
区
の
２
カ
所
で
、
合
計

１
・
５
㌔
㍍
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
４
億
８
９
１
７
万
４
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
２
億
７
１
０
３
万
２
０
０
０
円
を

追
加
、
介
護
保
険
特
別
会
計
７
８
８
７
万
円
を
追
加
す
る
ほ
か
、
７
会

計
の
補
正
予
算
は
、予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審
査
さ
れ
た
後
、

本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆主な内容� （単位：千円）
　交通安全対策に要する経費� １９，５６２
　多子世帯の支援に要する経費� １３，８７５
　障がい児通所支援の給付に要する経費
� １０，０７５
　定期予防接種に要する経費� ２３，８２１
　地球温暖化防止に要する経費� １，２００
　果樹の振興に要する経費� ９，７６２
　畜産振興一般に要する経費� ９，０７６
　商店街振興対策に要する経費� １１，５００
　道路の管理に要する経費� ９，１３５
　公共下水道事業会計に要する経費
� ４５，５１３
　私立幼稚園の支援に要する経費�１，６８０

補 正 額　　４億８９１7万４０００円
予算総額　２０7億7４８４万３０００円

一般会計補正予算（第３号）あらまし
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市内に３１台の防災無線機が設置

今年の天童中部敬老会には、３３７人が参加

決算特別委員会
　平成２3年度一般会計決算をはじめ、９件の特別
会計決算、水道事業会計及び市民病院事業会計決
算の計１２件が提出され、決算特別委員会に付託さ
れました。
　審査の内容の主なものは次のとおりです。

一般会計を含む１２件について認定

防
災
行
政
無
線
局
の

�

設
置
状
況
は

委
員　
携
帯
無
線
機
６
台
を
備
え

た
が
、
市
内
の
設
置
状
況
と
そ
の

性
能
は
。

市
長
公
室
長　
天
童
市
総
務
部
に

基
地
局
を
置
き
、
今
回
６
台
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
に
は

全
部
で
３１
台
の
防
災
無
線
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
車
載

（
公
用
車
）の
無
線
機
が
１１
台
。
肩

掛
け
可
搬
型
の
無
線
機
４
台
は
、

市
立
田
麦
野
・
荒
谷
・
干
布
公
民

館
と
市
長
公
室
に
設
置
。
携
帯
無

線
機
１５
台
は
市
民
病
院
、
消
防
本

部
、市
立
公
民
館（
１０
台
）、
市
長

公
室（
３
台
）
に
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
無
線
機
の
性
能
は
、
出
力

が
５
㍗
で
、
基
地
局
か
ら
市
内
全

域
と
通
信
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

避
難
場
所
案
内
表
示
板
の

設
置
状
況
と
今
後
の
計
画

委
員　
指
定
避
難
公
園
が
7５
カ
所

あ
る
が
、
案
内
表
示
板
設
置
状
況

と
未
設
置
公
園
へ
の
計
画
は
。

市
長
公
室
長　
市
街
地
の
公
園
６１

カ
所
の
う
ち
５５
カ
所
が
設
置
済
み

で
、
残
り
６
カ
所
が
未
設
置
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
２４
年
度
中
に

３
カ
所
設
置
し
、
残
り
は
計
画
的

に
設
置
し
た
い
。
周
辺
地
域
に
は

１４
カ
所
の
公
園
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
り
、
順
次
計
画
し
た
い
。

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は

委
員　
本
事
業
は
平
成
２１
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
が
、
３
年
間
の

内
容
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

学
校
教
育
課
長　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
不
登
校
の
未
然
防
止
と
学

力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
支
援
員

の
配
置
や
各
学
校
で
の
支
援
体
制

の
構
築
を
進
め
て
き
た
。
発
達
障

が
い
を
は
じ
め
、
様
々
な
要
因
に

よ
っ
て
学
習
や
学
校
生
活
に
不
適

応
を
起
こ
し
て
い
る
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
、
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
２３
年
度
に
は
ピ
ー
ク
時

だ
っ
た
平
成
１９
年
度
の
半
分
以
下

の
３９
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
学
力

面
で
は
、
標
準
学
力
検
査
で
ど
の

学
年
も
全
国
標
準
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

敬
老
会
へ
の
参
加
状
況
は

委
員　
敬
老
会
へ
の
参
加
率
は
ど

の
程
度
か
。

社
会
福
祉
課
長　
市
全
体
の
敬
老

会
へ
の
参
加
率
は
３８
㌫
で
あ
る
。

平
成
２３
年
度
敬
老
会
に
お
い
て
参

加
率
が
１
番
高
い
地
区
は
田
麦
野

地
区
の
６４
・
３
㌫
で
、
一
番
低
い

地
区
は
天
童
中
部
地
区
の
２６
・
８

㌫
で
あ
る
。

子
ど
も
手
当
か
ら
の

�

給
食
費
等
の
徴
収
は

委
員　
子
ど
も
手
当
か
ら
徴
収
し

て
い
る
、
小
中
学
校
の
給
食
費
未

納
分
の
ほ
か
、
保
育
園
・
児
童
館

の
保
育
料
等
の
未
納
分
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
徴
収
し
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
平
成
２３
年
１０

月
以
降
、
給
食
費
等
の
徴
収
は
、

保
護
者
の
承
諾
を
得
て
、
保
育
料

に
つ
い
て
は
承
諾
が
な
く
て
も
子

ど
も
手
当
か
ら
特
別
徴
収
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
手
当
支
給
月

に
、
保
護
者
宛
に
特
別
徴
収
と
な

る
内
容
の
通
知
を
差
し
上
げ
、
そ

の
内
容
に
異
議
が
な
け
れ
ば
充
当

し
て
い
る
。

　
平
成
２４
年
６
月
支
給
分
で
特
別

徴
収
し
て
い
る
の
は
、
保
育
園
・

児
童
館
の
保
育
料
等
が
２３
人
、
同

年
１０
月
支
給
分
に
つ
い
て
は
１９
人

で
あ
る
。
小
中
学
校
の
学
校
給
食

費
の
場
合
は
、
平
成
２４
年
６
月
支

給
分
で
９
校
４１
人
分
、
同
年
１０
月

支
給
分
で
７
校
２５
人
分
を
特
別
徴

収
し
て
い
る
。
子
ど
も
手
当
か
ら

の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
用
実
績
は

委
員　
平
成
２３
年
度
利
用
実
績
は

平
成
２２
年
度
比
で
約
４
０
０
０
人

減
少
し
て
い
る
。
事
業
の
成
果
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　
利
用
実
績
人
数

が
減
少
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ

る
が
、
天
童
〜
田
麦
野
線
等
の
一

部
路
線
を
区
域
乗
合
型
に
変
更
し

た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
人
数
が
増

平成24年11月15日発行 （10）



平成２４年２月の大雪による除排雪作業

市税
３７.5％

地方交付税
２１.8％

国庫支出金
１１.2％

市債
7.6％

県支出金
６.４％

諸収入4.6％
繰越金3.7％

地方消費税交付金２.８％

地方譲与税１.1％
使用料及び手数料１.2％ その他2.1％

歳入総額
２０,626,189千円
（１００％）

固定資産税
４6.9％

市民税
37.0％

都市計画税6.9％

市たばこ税5.9％
軽自動車税１.８％ 入湯税０.６％

滞納繰越分０.9％

市税収入総額
７,727,８71千円
（１００％）

人件費
１８.0％

義

扶助費
16.1％

公債費
１１.1％

普通建設
事業費
12.5％

繰出金
13.3％

物件費
12.9％

積立金1.8％

貸付金3.4％
維持補修費2.8％

補助費等
7.4％

投資及び出資金0.7％

歳出総額
１９,992,914千円
（１００％）

務
的
経
費

加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今

後
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
例
え
ば
午
前
中
出
か
け
た
ら

お
昼
ま
で
に
帰
れ
る
よ
う
な
路
線

や
、
申
込
方
法
に
つ
い
て
も
改
善

し
、
利
用
実
績
増
を
図
り
た
い
。

市
民
病
院
の
未
収
金

�

対
策
に
つ
い
て

委
員　
医
業
収
益
に
対
し
て
未
収

金
が
約
１7
㌫
あ
る
。
こ
の
う
ち
平

成
２３
年
度
単
年
度
の
未
収
金
額

は
、
ど
の
程
度
か
。
未
収
金
は
不

良
債
権
に
な
り
え
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長　
未
収
金
約
１
億

８
９
８
６
万
円
の
中
身
は
、
３
月

末
締
め
の
た
め
、
２
・
３
月
の
診

療
報
酬
が
２
カ
月
遅
れ
で
入
金
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。
平
成
２３

年
度
の
医
療
費
の
未
収
金
に
つ
い

て
は
約
２
３
０
万
円
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降
順
次

入
金
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

平
成
２２
年
度
以
前
の
医
療
費
の
未

収
金
は
約
１
９
０
０
万
円
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
督
促
し

な
が
ら
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

農
作
物
被
害
を

�

防
止
す
る
対
策
は

委
員　
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
か
ら

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め

の
事
業
内
容
は
。

農
林
課
長　
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止

の
た
め
、
捕
獲
用
の
罠
を
１０
台
設

置
し
た
。
ま
た
、
サ
ル
被
害
防
止

に
つ
い
て
は
、
サ
ル
接
近
警
戒
シ

ス
テ
ム
の
テ
レ
メ
ト
リ
ー
発
信
機

を
２
台
取
り
付
け
、
農
作
物
被
害

防
止
に
努
め
た
。
今
後
発
信
機
の

増
設
を
予
定
し
て
い
る
。

市
道
等
の

�
除
排
雪
事
業
の
実
績
は

委
員　
平
成
２３
年
度
は
除
雪
の
ほ

か
に
、
排
雪
も
問
題
で
あ
っ
た
。

除
雪
、
排
雪
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
出

は
。

建
設
課
長　
平
成
２３
年
度
の
除
雪

費
用
は
、
総
額
で
３
億
３
０
０
０

万
円
で
あ
っ
た
。
排
雪
場
の
管
理

費
用
は
約
１
４
４
０
万
円
で
、
除

雪
費
用
全
体
の
４
㌫
に
相
当
す

る
。
ま
た
、
道
路
排
雪
費
用
は
約

１
億
５
１
０
万
円
で
、
全
体
の
３２

㌫
。
通
常
の
除
雪
費
用
は
全
体
の

６４
㌫
で
あ
っ
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

�

総
合
支
援
事
業

委
員　
県
の
事
業
の
上
乗
せ
と
し

て
行
っ
た
事
業
の
成
果
は
。

建
設
課
長　
こ
の
事
業
を
実
施
し

て
１
１
７
人
に
助
成
を
行
っ
た
。

補
助
対
象
と
な
る
部
分
補
強
、
省

エ
ネ
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
県

産
木
材
の
使
用
の
４
要
件
の
う

ち
、
省
エ
ネ
化
の
利
用
が
約
６５
㌫

と
も
っ
と
も
多
く
、
２
重
サ
ッ
シ

や
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
等
の
改
修
を
施

工
さ
れ
た
。
今
後
も
制
度
の
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
を
互
選

　
９
月
２８
日
に
開
か
れ
た
決
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
、
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま

し
た
。

　
委
員
長　
海
鋒　
孝
志

　
副
委
員
長　
松
田　
光
也

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 般 会 計 ２０,６１７,９６４ １９,９９６,０１４

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ６,７３６,３７６ ６,４６１,８０９
用 地 買 収 ３,６３４ ５４８
財 産 区 １,６９６ １,１５８
都市計画公共下水道事業 ２,６９８,２６５ ２,６６０,２０３
鍬ノ町土地区画整理事業 ８６,６２２ ８１,４３１
介 護 保 険 ３,８４０,７７２ ３,７６８,７８３
市 民 墓 地 ４,８０５ １,７５８
後期高齢者医療 ５３６,８１０ ５２２,７４０
工業団地整備事業 １,４２０,１６８ １,４１８,４７２

計 １５,３２９,１４８ １４,９１６,９０２
合 計 ３５,９４７,１１２ ３４,９１２,９１６

平成２３年度　各会計の決算額
（単位：千円）

水道事業会計　　　当年度純利益 １０６,７４２千円
市民病院事業会計　当年度純損失 １４６,４８３千円

普通会計歳入歳出決算図表

※普通会計は、総務省で定める基準により作成される
会計で、一般会計、用地買収、鍬ノ町、市民墓地の
各特別会計を合算したもの。

（１）歳入

（２）市税内訳

（３）性質別歳出内訳
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討

　論

　

１０
月
１１
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
決
算
１
件
と
議
案
１
件
に
つ

い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
及
び
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
認
第
１
号
平
成
２３
年
度
天
童
市

一
般
会
計
決
算

〈
反
対
〉
石
垣
昭
一
議
員

　
子
育
て
支
援
・
福
祉
・
教
育
環

境
の
充
実
や
、
東
日
本
大
震
災
に

対
応
し
た
積
極
的
な
救
援
活
動
に

敬
意
を
表
す
る
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
反
対
す
る
。

　
芳
賀
地
区
あ
り
き
の
子
育
て
支

援
施
設
整
備
の
進
め
方
。
鍬
ノ
町

の
屋
外
遊
具
と
併
設
し
て
こ
そ
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
。
昨
年
度
の
月
平
均
利
用
者
は

２
０
０
人
も
激
減
し
て
い
る
。
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
見
直

し
と
、
補
助
金
１
５
０
０
万
円
の

根
拠
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ふ
れ
あ
い
荘
か
ま
た
荘
の
管
理

委
託
。
利
用
料
金
制
度
に
な
っ
て

市
の
実
質
経
費
が
５
０
０
万
円
の

増
。
利
用
料
収
入
は
１
１
４
７
万

円
あ
り
、
指
定
管
理
委
託
料
の
あ

り
方
は
再
考
の
必
要
あ
り
。

　
新
駅
設
置
基
本
設
計
調
査
業
務

委
託
料
。
全
体
事
業
や
費
用
負
担

が
不
明
確
な
ま
ま
進
行
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
問
題
。
５
億
円
も
か
け

て
新
駅
が
本
当
に
必
要
な
の
か
。

▼
議
第
２９
号
子
育
て
支
援
施
設
整

備
事
業
用
地
の
取
得
に
つ
い
て

〈
反
対
〉
茂
木
孝
雄
議
員

　
子
育
て
支
援
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
は
大
賛
成
だ
が
、
芳
賀
の
用

地
を
１
平
方
㍍
当
た
り
４
万
５
０

０
０
円
で
購
入
す
る
こ
と
に
は
反

対
。

　
ま
ず
土
地
価
格
は
、
交
渉
過
程

の
説
明
も
無
く
、
算
定
根
拠
も
不

明
瞭
。
ま
た
、
売
り
出
し
中
の
周

辺
の
住
宅
用
地
で
４
万
５
０
０
０

円
を
超
え
る
区
画
は
４０
区
画
中
の

３
区
画
の
み
。
住
宅
用
地
は
約
７０

坪
に
細
か
く
区
画
さ
れ
、
道
路
や

上
下
水
道
等
の
整
備
費
用
を
か
け

て
い
る
が
、
購
入
予
定
地
は
１
万

４
７
５
・
７９
平
方
㍍
の
広
大
な
更

地
で
あ
り
整
備
費
用
は
少
な
く
価

格
は
下
が
っ
て
当
然
。
こ
の
価
格

は
高
過
ぎ
る
。

　

さ
ら
に
大
き
な
土
地
の
取
引

は
、
客
観
的
か
つ
適
正
な
評
価
の

た
め
に
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
「
鑑
定
評
価
」
を
実
施
し
、
そ

れ
を
基
準
に
価
格
を
決
定
す
べ
き

だ
。
当
事
者
間
の
交
渉
だ
け
で
進

め
る
の
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
・
倫
理
順
守
と
不
正
防
止
）

の
面
で
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

〈
賛
成
〉
矢
萩
武
昭
議
員

　
芳
賀
区
画
整
理
地
内
に
お
け
る

「
子
育
て
支
援
施
設
整
備
事
業
用

地
」
の
取
得
に
係
る
議
案
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
屋

内
型
で
の
遊
び
の
空
間
と
し
て
、

相
談
機
能
も
盛
り
込
ま
れ
た
施
設

整
備
の
検
討
を
進
め
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
、
保
留
地
を
取
得
す

る
こ
と
は
、
施
設
整
備
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
着
実
に
進
め

よ
う
と
す
る
山
本
市
長
の
市
政
を

象
徴
す
る
議
案
で
あ
る
。
ま
た
、

取
得
単
価
に
つ
い
て
も
議
決
さ
れ

た
予
算
内
で
の
単
価
で
提
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
適
正
な
も
の
で

あ
る
。

　
待
ち
望
ん
で
い
る
多
く
の
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
、
そ
し
て
多
く

の
市
民
の
た
め
に
、
一
日
も
早
く

子
育
て
支
援
施
設
の
完
成
を
は
か

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

　
平
成
２２
年
６
月
に
オ
ル
ゴ
ー
ル

博
物
館
が
閉
館
し
た
時
、
屋
内
型

の
子
育
て
支
援
施
設
を
造
る
提
案

を
し
た
。
面
積
は
０
・
７５
㌶
で
隣

接
の
駐
車
場
を
含
め
る
と
約
１
㌶

で
今
回
と
同
じ
面
積
で
あ
る
。

　
当
初
予
算
で
子
育
て
支
援
施
設

の
土
地
購
入
費
約
４
億
７
０
０
０

万
円
計
上
さ
れ
た
が
、
芳
賀
に
新

規
に
建
設
す
る
必
要
は
無
い
と
反

対
し
た
。
議
案
は
予
算
と
全
く
同

じ
額
で
、
一
般
市
民
感
覚
が
全
く

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
新
規
に
土

地
を
購
入
し
、
建
物
を
建
設
す
る

事
業
あ
り
き
だ
。

　
芳
賀
組
合
へ
の
負
担
金
約
１３
億

円
、
新
駅
整
備
費
約
５
億
円
、
駅

前
広
場
整
備
費
約
１
億
円
、
市
道

清
池
南
小
畑
線
整
備
費
約
１４
億

円
、
新
調
整
池
の
整
備
費
約
６
億

円
、
市
道
矢
野
目
高
擶
線
高
擶
橋

整
備
費
約
１３
億
円
、
子
育
て
支
援

施
設
整
備
費
約
１３
億
円
。
１０
年
間

で
合
計
約
６５
億
円
の
投
入
だ
。

　
芳
賀
地
区
だ
け
に
、
大
型
投
資

す
る
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉
山
崎

　諭
議
員

　
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

に
子
育
て
支
援
施
設
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２

年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
市
長
が

答
弁
の
中
で
示
し
た
の
が
最
初

だ
っ
た
。
以
来
何
回
か
に
わ
た
り

議
会
に
対
し
て
、
芳
賀
の
進
捗
状

況
と
と
も
に
示
さ
れ
て
き
た
。

　
議
会
改
選
後
の
昨
年
１０
月
に
も

全
議
員
に
対
し
て
子
育
て
支
援
施

設
の
説
明
が
あ
り
、
今
年
３
月
議

会
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
購
入
費

４
億
７
０
０
０
万
円
余
り
の
予
算

が
承
認
さ
れ
た
。

　
本
議
案
は
、
そ
の
金
額
で
の
契

約
で
あ
り
、
今
さ
ら
価
格
を
下
げ

る
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
整
合
性

に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
天
童
市
が
、
子
育
て
日
本
一
を

目
指
す
た
め
の
一
環
で
あ
る
子
育

て
支
援
施
設
を
早
期
に
実
現
し
、

多
く
の
子
育
て
世
代
が
天
童
市
に

移
り
住
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
、
是
非
と
も
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

平成24年11月15日発行 （12）



提出された議案とその結果
第４回定例会〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１２号 交通事故に係る損害賠償の額の決定
についての専決処分の報告について 報　　告

認第１号 平成２３年度天童市一般会計決算 認　　定
（賛成多数）

認第２号 平成２３年度天童市国民健康保険特別
会計決算

認　　定
（全会一致）

認第３号 平成２３年度天童市用地買収特別会計
決算

認　　定
（全会一致）

認第４号 平成２３年度天童市財産区特別会計決
算

認　　定
（全会一致）

認第５号 平成２３年度天童市都市計画公共下水
道事業特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第６号 平成２３年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第７号 平成２３年度天童市介護保険特別会計
決算

認　　定
（全会一致）

認第８号 平成２３年度天童市市民墓地特別会計
決算

認　　定
（全会一致）

認第９号 平成２３年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第１０号 平成２３年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

認　　定
（全会一致）

認第１１号 平成２３年度天童市水道事業会計決算 認　　定
（全会一致）

認第１２号 平成２３年度天童市民病院事業会計決
算

認　　定
（全会一致）

議第１６号 平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１７号 平成２４年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第１８号 平成２４年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１９号 平成２４年度天童市財産区特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２０号 平成２４年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２１号 平成２４年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２２号 平成２４年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２３号 平成２４年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２４号 平成２４年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２５号 平成２４年度天童市公共下水道事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２６号 天童市火災予防条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第２７号 字の区域及び名称の変更について 原案可決
（全会一致）

議第２８号 山形県後期高齢者医療広域連合規約
の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第２９号 子育て支援施設整備事業用地の取得
について

原案可決
（賛成多数）

議第３０号 市道天童高原線道路改良工事請負契
約の一部変更について

原案可決
（全会一致）

議第３１号 天童市教育委員会委員の任命につい
て

同　　意
（全会一致）

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第２号

地方財政の充実・強化を求める意見
書の提出について

原案可決
（全会一致）

第３回臨時会（７月２６日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１１号 交通事故に係る損害賠償の額の決定
についての専決処分の報告について 報　　告

議第１２号
天童市市民文化会館の設置及び管理
に関する条例及び天童市立公民館の
設置及び管理に関する条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第１３号 天童市立図書館の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第１４号 小型ロータリー除雪車の取得につい
て

原案可決
（全会一致）

議第１５号 除雪ドーザの取得について 原案可決
（全会一致）

議案に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致。）
議席番号
氏　　名
会　　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

小
松
善
雄

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

水
戸　
保

清 清 清 無 清 民 政 清 清 民 民 清 政 政 清 無 清 清 清 政 無 無
認第１号 平成２３年度天童市一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議第２９号
子育て支援施設整備事業用
地の取得について
（芳賀土地区画整理事業地内に、子育
て支援施設整備事業用地１０,４７５.７９㎡
を４億７,１４１万５００円で取得する）

× ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

※ ○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※ 会派（採決時）：清＝清新会、政＝自公・政和会、民＝民主市民クラブ、無＝会派に属さない議員
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議 会 の う ご き
■７月
　２５日　自公・政和会研修（酒田市）
　２６日　議会運営委員会、第３回市議会臨時会、市長要請

環境福祉常任委員会（予約制乗合タクシーの運行
方法について外）

　３０日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会定例会、
総務教育常任委員会所管事務調査（学校における
児童生徒の状況について外）

　３１日〜８月２日　清新会行政視察（栗山町、網走市、千
歳市）

■８月
　６日　県市議会議長会議員研修（ビッグウイング）
　７日〜８日　議会改革特別委員会行政視察（鶴ヶ島市、

流山市）
　８日　天童夏まつり「花笠パレード」参加
　１３日　議会改革特別委員会（夜間等の議会開催について

外）
　２１日　各派代表者会
　２７日　議会改革特別委員会（議員の議案に対する賛否の

公表について外）
　２８日　市長要請経済建設常任委員会（市有施設耐震化実

施計画について）

■９月
　４日　市長要請総務教育常任委員会（市税等のコンビニ

収納について外）
　５日　市長要請環境福祉常任委員会（市民病院改革プラ

ンの進捗状況について）
　１０日　議会改革特別委員会（正副議長選挙の立候補につ

いて外）
　１２日　議会運営委員会
　１８日　議会改革特別委員会（会派について外）
　１９日　広報委員会
　１９日〜１０月１１日　第４回市議会定例会
　２６日　市長要請総務教育常任委員会（山形定住自立圏共

生ビジョン連携事業実施状況について）、環境福
祉常任委員会所管事務調査（スポーツセンターの
全天候型走路改修に関する件について）、市長要
請環境福祉常任委員会（災害廃棄物の試験焼却結
果について）

　２７日　市長要請経済建設常任委員会（天童市牧野公社に
係る清算結了について）

■１０月
　１日　議会改革特別委員会（議会事務局職員体制につい

て外）
　９日　市長要請総務教育常任委員会（特別支援学校の再

編・整備の在り方について外）、各派代表者会
　１１日　議員全員協議会、広報委員会
　１５日　各派代表者会、議会改革特別委員会（正副委員長

の互選）
　１７日　議会運営委員会、総務教育常任委員会（正副委員

長の互選）、広報委員会
　１８日〜１９日　自公・政和会行政視察・企業訪問（昭島市、

都留市）
　２２日　議会報告・意見交換会（市内４カ所）
　２２日〜２３日　水戸保議員研修（大阪市特別顧問セミナー

／大阪）
　２３日　全議員研修（議会改革）１班（奥州市）
　２５日　民主市民クラブ研修（地域医療政策セミナー／東

京）
　２８日〜３０日　民主市民クラブ行政視察・研修（彦根市、

大津市、議会改革集中セミナー／大阪、市町村議
会議員短期研修／大津市）

　２９日　全国高速自動車道市議会協議会理事会（議長、局
長補佐／全国都市会館）

　３１日　広報委員会

■１１月
　１日　全議員研修（議会改革）２班（会津若松市）
　５日　全議員自主研修会

　会派の異動届及び委員会委員等の辞任願が提
出されました。
　それに伴い、一部の委員会において構成及び
役職（正副委員長等）が変更になりました。
　異動後の新しい会派構成名簿及び変更になっ
た３つの委員会の構成は次のとおりです。

構成の変更会派構成名簿

変更になった委員会の構成
（◎印　委員長、○印　副委員長）

平成２４年１０月１１日現在

※会派に所属しない議員：水戸　保（議長）、伊藤和子、石垣昭一、
赤塚幸一郎、茂木孝雄
　議長は、申し合わせにより、任期中に限り会派から離脱しています。 ※太文字が変更となったところです。

総務教育常任委員会
（７人）

◎後藤　和信　○木村　竹虎
　伊藤　和子　　赤塚幸一郎
　村山　俊雄　　茂木　孝雄
　武田　正二

議 会 運 営 委 員 会
（７人）

◎山崎　　諭　○村山　俊雄
　結城　義巳　　山口　桂子
　松田　光也　　狩野　佳和
　遠藤　敬知

議会改革特別委員会
（１０人）

◎小松　善雄　○村山　俊雄
　伊藤　和子　　伊藤　護國
　山崎　　諭　　結城　義巳
　赤塚幸一郎　　海鋒　孝志
　松田　光也　　武田　正二

会派名 順番 所属議員氏名 役　職

清　新　会

１ 伊　藤　護　國 会長
２ 村　山　俊　雄 幹事長
３ 鈴　木　照　一
４ 小　松　善　雄 副会長
５ 山　崎　　　諭 副会長
６ 山　口　桂　子 会計
７ 矢　萩　武　昭
８ 遠　藤　敬　知
９ 水　戸　芳　美
１０ 武　田　正　二

自公・政和会

１ 結　城　義　巳 会長
２ 松　田　光　也 幹事長
３ 後　藤　和　信 副会長（会計）
４ 淺　井　健　一 副会長

民主市民クラブ
１ 狩　野　佳　和 代表
２ 木　村　竹　虎 副代表
３ 海　鋒　孝　志 幹事長（会計）

平成24年11月15日発行 （14）



鶴ヶ島市議会山中副議長から説明を受ける

災害廃棄物の放射線量を測定

《
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
》

　
鶴
ヶ
島
市
議
会
で
は
平
成
１９
年

６
月
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を

設
置
し
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　
改
革
は
、
平
成
２０
年
３
月
に
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
員
の
賛
否

表
を
掲
載
し
た
。
４
月
に
は
埼
玉

県
で
は
初
の
議
会
報
告
会
を
開
催

し
た
。
ま
た
、
７
月
か
ら
は
議
会

基
本
条
例
の
検
討
を
開
始
し
、
平

成
２１
年
３
月
に
「
鶴
ヶ
島
市
議
会

基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。

　
平
成
２１
年
７
月
に
は
名
称
を
議

会
改
革
検
討
委
員
会
か
ら
改
革
推

進
委
員
会
に
改
称
し
て
、
よ
り
具

体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
た
。

《
千
葉
県
流
山
市
》

　
流
山
市
議
会
は
全
国
で
議
会
改

革
が
一
番
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
視
察

を
受
け
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
実
施
し
て
い
る
が
、
議
会
報
告

会
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

研
修
を
受
け
て
き
た
。

　
開
催
は
年
に
２
回
で
、
５
月
は

予
算
を
中
心
に
、
１１
月
に
は
決
算

を
中
心
に
報
告
し
、
市
民
と
の
意

見
交
換
の
テ
ー
マ
は
各
班
で
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
決
め
て
実
施
し
て
い

た
。
ま
た
、
議
員
は
個
人
的
見
解

を
発
言
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を

設
け
て
お
り
、
音
声
と
映
像
両
方

で
記
録
を
取
っ
て
い
た
。

　
こ
の
研
修
内
容
を
参
考
に
し
て

当
特
別
委
員
会
で
も
検
討
を
進
め

て
い
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
行
政
視
察

８
月
７
日
〜
８
日

定
例
議
会

　
７
月
３０
日
に
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
議
案
３
件
を
可
決
し

た
。

○
補
正
予
算
の
専
決
処
分
＝
し
尿

処
理
施
設
の
額
の
確
定
に
よ
る

地
方
債
の
変
更
と
国
か
ら
の
廃

棄
物
処
理
施
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
補
助
金
（
放
射
性
物
質
濃

度
測
定
）
の
増
。

○
平
成
２３
年
度
決
算
。（
左
表
）

○
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
（
技
術

管
理
者
の
要
件
が
変
更
）
条
例

の
改
正
。

議
員
・
執
行
部
合
同
研
修

　
８
月
２０
日
に
議
員
と
執
行
部
の

合
同
研
修
が
宮
城
県
多
賀
城
市
で

行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
多
賀
城
市
の
復
興
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
多
賀
城
市
か

ら
焼
却
処
理
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

災
害
廃
棄
物
（
可
燃
系
粗
大
ご
み

を
破
壊
後
に
圧
縮
梱
包
し
た
も

の
）
の
、
放
射
能
汚
染
や
そ
の
他

の
安
全
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

�

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）
議
会

平成２３年度組合会計決算
収入� （単位：万円）
区　分 決算額 摘　　　要

市町村負担金 ６７,７０１
天童市：２６,７７２
東根市：２０,５５１
村山市：１０,９７０
河北町：  ９,４０８

償還交付税 ８,２３０ 組合債返還のために、国から交付された額
処 理 及 び
紙 手 数 料 ７６,２２５ ごみ・し尿処理手数料、ごみ袋売上金など
財 産 収 入 ４,７９４ アルミ、ペットボトル等売却代など
繰　入　金 １３,８２８ 基金からの繰入金
繰　越　金 ２３,１３７ 前年度からの繰越金
諸　収　入 ２,０３７ 預金利子など
組　合　債 ３８,３７０ 国等からの借金
国県支出金 ５０ 国・県から交付された額

計 ２３４,３７２

支出� （単位：万円）
区　分 決算額 摘　　　要
議　会　費 １１１ 組合議員報酬など
総　務　費 ２８,２６８ 事務管理費など
事　業　費 １７５,３９１ ごみ・し尿処理費用など
公　債　費 ２１,９０６ 組合債の返済
計 ２２５,６７６

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ

　
８
月
２６
日
・
２７
日
に
、
多
賀
城

市
か
ら
の
災
害
廃
棄
物
５
・
６９
㌧

を
管
内
の
一
般
ご
み
と
一
緒
に
混

合
し
て
試
験
焼
却
を
行
っ
た
。

　
災
害
廃
棄
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
１
６
４
ベ
ク

レ
ル
／
㌔
㌘
で
山

形
県
の
受
入
れ
基
準
２
０
０
ベ
ク

レ
ル
／

㌔
㌘
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
焼
却

灰
（
飛
灰
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
も
１
０
１
０
ベ
ク

レ
ル
／
㌔
㌘
で
山

形
県
の
受
入
れ
基
準
４
０
０
０
ベ
ク

レ
ル

／
㌔
㌘
を
下
回
っ
た
。

　
焼
却
施
設
周
囲
の
住
民
説
明
会

な
ど
も
行
い
、
多
賀
城
市
の
災
害

廃
棄
物
を
１０
月
１６
日
か
ら
１
日
１０

㌧
程
度
、
今
年
度
末
ま
で
計
約
１

０
０
０
㌧
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

（15） てんどう市議会だより №138
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検 索天童市議会 で

　
初
め
て
の
市
議
会
の
傍
聴
で

あ
っ
た
た
め
、
緊
張
し
な
が
ら

開
始
時
間
よ
り
や
や
早
め
に
議

場
に
臨
み
、
一
般
質
問
の
開
始

を
待
ち
ま
し
た
。

　
議
会
の
傍
聴
に
あ
た
り
、
一

番
の
興
味
は
、
各
議
員
の
質
問

の
内
容
と
、
そ
れ
が
市

民
生
活
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
く
る
の
か
を

知
る
こ
と
で
し
た
。

　
一
般
質
問
２
日
目
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
各
議
員
の
質
問
で

は
、
行
政
に
お
け
る

種
々
の
問
題
点
を
指
摘

し
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め

に
、
日
々
、
議
員
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
議
員
の
一
般

質
問
の
中
で
は
、「
芳
賀
新
駅

建
設
計
画
等
に
係
る
市
の
財
政

支
出
等
の
適
否
に
つ
い
て
」
が

大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
多
額
の
財
政

支
出
等
を
伴
う
事
業
を
計
画
す

る
場
合
に
は
、
市
民
へ
の
周
知

と
市
民
の
合
意
を
得
て
い
る
か

否
か
の
検
討
を
十
分
に
行
っ
た

後
に
、
事
業
実
施
の
可
否
に
つ

い
て
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、「
全
て
の
市
民
へ
の

周
知
が
行
き
渡
っ
た
」
と
は

何
を
捉
え
て
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、「
市

民
の
合
意
を
得
た
」
と

は
ど
う
い
う
状
況
に

な
っ
た
場
合
を
言
う
の

で
し
ょ
う
か
。
議
会
の

承
認
を
得
た
段
階
で
市

民
へ
の
周
知
と
市
民
の

合
意
を
得
た
も
の
と
考

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の

声
を
市
の
行
政
に
反
映
さ
せ
る

の
は
議
会
で
あ
り
、
市
民
が
選

出
し
た
議
員
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
今
回
、
傍
聴
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
市
の
行
政
全
体
を
見
極

め
た
う
え
で
の
議
員
活
動
の
重

要
性
で
あ
り
ま
し
た
。

市議会を傍聴して
感じたこと

小座間清次郎（６1歳・山元）

１２月７日（金）本会議（初日）
　　１１日（火）本会議（一般質問）
　　１２日（水）本会議（一般質問）
　　１３日（木）常任委員会
　　１４日（金）常任委員会
　　１７日（月）予算特別委員会
　　１８日（火）予算特別委員会
　　２１日（金）本会議（最終日）
※請願の締め切りは、１１月２９日（木）
正午までの予定です。

※日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

12月定例議会の日程（予定） 請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は１件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

インターネットで議会中継

●
今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、

水
不
足
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

秋
の
気
配
と
と
も
に
冬
の
足
音

が
聞
こ
え
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

●
９
月
定
例
会
で
は
、
賛
否
が

拮
抗
す
る
議
案
が
あ
り
、
話
題

の
多
い
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

今
号
か
ら
議
員
一
人
ひ
と
り
の

賛
否
を
一
覧
表
と
し
て
掲
載
し

ま
し
た
。
各
議
員
が
自
ら
の
考

え
・
自
ら
の
意
思
で
市
民
の
側

に
立
っ
た
行
動
を
し
、
信
頼
さ

れ
る
議
会
に
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
１０
月
２２
日
に
市
内
４
会
場
で

議
会
報
告
会
が
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
会
場
と
も
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
意
義
あ
る

報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
、
理
解
さ
れ
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
副
委
員
長　
矢
萩　
武
昭

　
委　
　
員　
伊
藤　
和
子

　

〃
　
結
城　
義
巳

　

〃
　
遠
藤　
敬
知

　

〃
　
武
田　
正
二

編
集
後
記

　天童市議会では、本会議をインターネットで生中継していま
す。また、その約１週間後からは録画でもご覧いただけます。
　現在、積極的に取り組んでいる議会改革特別委員会の開催予
定、市議会議員の紹介、平成１７年度からの議会だより、平成１３
年以降の定例会・臨時会の会議録などもホームページから確認
できます。

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

地方財政の充実・強化を求める
請願

連合山形地域協議会
　議長　大城　啓

総務
教育

採　択
（全会一致）
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